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毎月10日・25日

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

田
植
え
始
ま
る

‾叩ＴＴ【丁－「‾　、‾？一‾－‾、

水
巻
町
の
水
田
面
積
は
約
一
九
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
農
地
の
宅
地
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
ま
だ
町
内
の
約
五
分
の
一
が

水
田
で
す
。

機
械
化
に
よ
る
直
播
き
方
式
の
田
植

え
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
主
流
は
や

は
り
手
植
え
、
二
地
区
で
十
日
頃
か
ら

始
ま
っ
た
田
植
え
は
、
二
十
日
頃
ま
で

淀
は
猪
熊
地
区
も
換
り
、
青
々
と
し
た

早
苗
が
皆
さ
ん
の
由
を
な
ご
ま
せ
る

で
し
ょ
う
。
　
写
真
は
伊
佐
座
地
区
で

の
田
植
え
。
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共産党の報告内容カ

誤解される点について

六
月
十
三
日
付
、
日

本
共
産
党
八
幡
遠
賀
地

区
委
員
会
、
同
水
巻
町

委
員
会
発
行
紙
に
「
解

放
同
盟
幹
部
に
よ
る
町

当
局
に
対
す
る
暴
力
的

脅
迫
と
町
政
私
物
化
の

不
法
な
要
求
を
断
じ
て

許
す
な
」
の
見
出
し
に

始
ま
り
「
町
当
局
に
対

す
る
脅
迫
」
と
あ
り
ま

し
た
が
、
事
実
に
相
違

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
の
で
私
の
見
解
を
述

べ
ま
す
。

六
月
十
日
の
議
会
で

私
が
報
告
し
た
こ
と
に

は
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
の
発
言
の
一

部
の
み
を
絞
り
あ
げ
て

あ
た
か
も
暫
迫
が
行
な

わ
れ
、
町
政
が
私
物
化
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
表
現
で
あ
る
が
事

実
無
根
で
あ
り
ま
す
。

、
た
し
か
に
解
同
中
遠
地
区
幹
部
の
発

言
が
多
多
少
お
だ
や
か
さ
を
欠
い
て
い

た
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
方
多
種
多
様

な
差
別
が
現
存
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
国
や
県
で
は

特
別
措
置
法
等
を
も
っ
て
市
民

平
等
の
原
則
を
確
立
す
る
よ
う

指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
は
未
解
放
部

落
に
対
し
て
の
み
行
な
う
も
の

で
な
く
、
全
市
民
、
全
国
民
に

行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

、
こ
れ
ら
の
実
行
が
町
行
政
の

中
に
積
極
的
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
べ
き
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

当
然
な
事
が
遅
れ
て
い
る
事
も
い
な
め

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
激
し
い
言
葉
も
出
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
水
巻
町
政

が
脅
迫
に
よ
っ
て
解
間
中
遠
紺
区
協
に

私
物
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
な
け
れ

ば
、
今
後
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
町
長
と
し
て
の
責
任
に
お
い
て

町
民
平
等
の
原
則
に
立
っ
て
、
遅
れ
た

と
こ
ろ
に
は
よ
り
強
く
、
し
か
も
規
切

な
行
澱
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。共

産
党
と
解
同
と
の
間
に
ど
の
よ
う

な
組
織
的
な
対
立
が
あ
る
の
か
解
り
ま

せ
ん
が
、
私
の
発
言
の
一
部
を
敢
り
上

げ
、
町
民
に
不
安
と
動
揺
を
与
え
党
利

党
略
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
は
な
は
だ

迷
惑
で
あ
り
ま
す
。

私
は
今
後
と
も
一
党
一
派
に
偏
す
る

こ
と
な
く
、
解
放
同
盟
と
も
正
常
な
関

係
で
あ
る
限
り
話
合
っ
て
町
民
平
等
原

則
確
立
の
糧
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
共
産
党
で
あ
ろ
う
と
も
同

じ
夢
見
で
あ
る
こ
と
を
閏
上
げ
、
町
民

各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。

水
巻
町
長
　
伊
藤
衛
門

町の人口

（49年5月禾現在）

人　口．23，914

男11，616

女12，298

世帯数　7，069
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鮎
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

重
要
水
防
区
域

危

険

な

と

こ

ろ

今
年
も
梅
雨

期
に
入
り
水
害

に
対
す
る
備
え

を
す
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

町
は
こ
の
水

害
を
防
ぎ
、
ま

た
被
害
を
最
少

限
に
く
い
と
め

る
た
め
、
各
関

係
機
関
か
ら
な

る
「
水
防
協
議

会
」
で
水
防
対

策
を
検
討
し
、

水
防
計
画
を
ま

と
め
ま
し
た
。

八
月
＝
台
風
が
一
、
二
個
九
州
に
上

陸
ま
た
は
接
近
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
盛

夏
期
は
長
続
き
せ
ず
、
早
め
に
秋
の
気

配
が
し
の
び
よ
る
。

．
町
水
防
協
議
会
は
町
内
の
重
要
水
防

区
域
を
七
区
域
、
危
険
個
所
を
1
0
個
所

別
表
の
よ
う
に
指
定
し
、
こ
れ
に
対
す

る
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
が
、
家
庭
で

も
万
一
の
災
害
に
備
え
て
十
分
ご
注
意

を
お
痛
い
し
ま
す
。

ま
た
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
危
険
個
所

は
、
梅
雨
期
に
は
特
に
子
供
な
ど
近

づ
か
な
い
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
大
雨
に
よ
る
被
害
へ
の
ご
注
意

七
カ
所

十
カ
所

の
最
近
各
地
で
宅
地
造
成
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
環
境
の
変
化
は

思
わ
ぬ
災
害
を
ひ
き
起
こ
し
ま
す
。
自

宅
周
辺
で
こ
の
よ
う
な
工
事
が
行
な
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
避
難
す
る
と
き
の
注
意

川
避
難
場
所
を
確
か
め
、
安
全
な
道

順
を
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

∽
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
、
ま

ず
毛
物
な
ど
を
着
込
▼
ん
で
身
じ
た
く
を

し
、
飲
み
水
、
薬
、
懐
中
電
灯
、
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
を
ま
と
め
て

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

町内重要水防区域と危険個所

箇　　　　所　　　　別

吉田ノー、二、三一帯7007雅

吉田ノ二（本村、滑石、御輪地）一帯300〝ｚ

頃末東町附近一帯100別

頃末先園から中組一帯200飢

鯉口区一帯100〝ｚ

中央区鹿児島本線ぞい一帯500〝ｚ

吉田ノー片山、東書隈一帯3001期

〔河川の部〕

河軒且
堀　　　　川

羅　漢　1日

赤　水　川

】予想される危険

溢　水

ケ

一

ゲ

　

ク

　

〃

，

　

ク

　

ク

される危険

土砂くずれ・落石
〃　　　　　　〃

〃　　　〃

土砂くずれ

土砂くずれ・落石

土砂くずれ
ケ

土砂くずれ・落石

土砂くずれ

箇　　　　所　　　　別

本村一組山裾

羅漢川下流

折尾高校下山裾、河守神社南側一帯

鯉口区裏、みよしの団地下、鉄道ぞい一帯
頃末伊豆神社より、東側明神ケ辻山裾一帯及
び西側山裾、大平山（通称〕一帯‾
山神、新生街裏山一帯

長谷社宅裏山（硬山）

樋口、赤水、如月地区山裾一博

高松区改良住宅建設用地造成地一帯

田．川

口　Ｊ＝

大　平　川

片山排水路

上由昼型畢〕
地　区　名

吉田ノ二本村

〃　御輪地

苫田ノ三軍返

鯉　口　区

頃　　　　末

新　生　街

高　松　区

樋　　　　口

高　松　区

福
岡
管
区
気
象

台
が
五
月
二
十
日
に
発
表
し
た
今
年
の

九
州
中
部
以
北
の
六
月
～
八
月
の
天
気

予
報
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
決

し
て
楽
観
で
き
ま
せ
ん
。

六
月
＝
早
々
に
入
梅
と
な
る
が
一
五

日
ご
ろ
ま
で
雨
量
は
多
く
な
い
ま
ま
中

休
み
。
そ
の
後
梅
雨
両
前
線
が
活
発
化

し
て
大
雨
が
降
り
や
す
く
な
る
。

七
月
＝
梅
雨
前
線
の
活
動
が
激
し
く

集
中
豪
雨
が
何
度
か
み
ま
い
そ
う
。
一

度
夏
ら
し
く
な
る
が
二
回
目
の
中
休
み

で
、
再
び
大
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
、

梅
雨
明
け
（
平
年
一
九
日
）
は
遅
れ
る

見
込
み
。

讃雨により水の溢れたときの鯉口地区

水害等による緊急避難場所

避　難　場　所
第1避難Ｉ ｒ第2避難

公　　民　　館
ク

ケ

八所神社、信行寺
〃

公　　民　　館
ケ

集　　会　　所

公　　民　　館

貴船神社、妙薬寺
河守神社、公民館
吉田ノ三公民館
頃末小学校

ケ

区　　名

立　屋　敷

伊　佐　座
みづほ団地

上

二　町　住

下

下二町住
吉田団地
（吉田区含〕
岩　田　一

吉　田　二

吉　田　三

緑風園団地

美吉野団地

松栄荘団地

小

巻
熊
ル
イ
．
〃
末
〃
ク
巻
〃
熊
ク

頃
　
　
　
水
　
猪

宅
校
館
校
館

∵
∵

江
佐
　
巻

入
伊
公
水
公

校

ケ

頃末小学
ケ

校　　民　　館

古賀区供用施設

第一集会所

集　　会　　所

高松区集会所

産
宅
賀
街
口
熊
住
区
区
区
区
区
区
区

誓
生
　
醐
ロ

央

杜

賀

ノ木

松

ツ頭

大
林
古
新
樋
猪
猪
鯉
中
二
古
梅
高
三

第1避難は部分的災害を想定した場合です。
近くの公共施設等に一喝避難してください。

第2避難は非常時態が発生し、遠賀川堤防溢
水、決壊等最悪の場合のものです。
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一
票
の
自
覚
が
ひ
ら
く
よ
い
未
釆蝕

㍗

投
票
日
は
七
月
七
日

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

第
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
七

月
七
日
が
投
票
日
、
百
三
十
議
席
（
全

国
区
五
十
四
＝
う
ち
四
は
欠
員
補
充
の

三
年
議
員
、
地
方
区
七
十
六
）
が
改
選

さ
れ
を
す
。
今
回
の
参
院
選
は
、
激
動

す
る
内
外
の
情
勢
に
対
処
し
、
今
後
の

日
本
の
進
む
方
向
を
決
定
す
る
重
大
な

意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回
の

選
挙
は
、
有
権
者
の
便
宜
を
は
か
る
た

め
投
票
時
間
が
一
時
間
延
長
さ
れ
、
年

前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。
投
票
日
が
七
月
七
日
の
七
夕
さ

ま
、
こ
れ
と
合
わ
せ
七
な
ら
べ
選
挙
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
っ
た
い

に
棄
権
を
さ
れ
ず
に
貴
重
な
芸
黍
を
大

切
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

の
一
票
の
自
覚
が
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ

ら
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

投
票
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で

投
票
の
有
資
格
者

7
月
7
日
で
2
0
歳
に
達
す
る
人
（
昭

和
2
9
年
7
月
8
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
　
　
　
　
、

町
内
で
投
票
で
き
る
人

昭
和
4
9
年
3
月
1
2
日
以
前
か
ら
水
巻

町
に
住
ん
で
い
る
人
（
転
入
者
は
転
入

手
続
き
を
し
て
い
る
こ
と
）
、
ｌ
そ
れ
外

の
人
は
前
任
所
鮒
で
投
票
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

入
場
券
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

配
布
し
ま
す
が
、
も
し
届
か
な
く
て
も

選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

は
、
入
場
券
を
持
参
し
な
く
て
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
旅
行
や
出
張
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
、
毎

日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

役
場
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
た
づ
ね
は
町
選

管
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．

．

－

．

．

－

－

…

．

…

…

・

　

－

　

　

…

．

…

．

．

．

　

－

　

　

．

．

…

…

．

．

．

．

－

．

－

　

Ｉ

Ｉ

．

…

．

．

…

．

．

1

．

－

．

－

．

－

　

…

…

…

．

　

　

－

　

　

…

…

…

．

．

－

．

．

1

．

．

…

…

．

　

　

－

　

　

…

…

…

　

　

－

　

　

．

．

…

…

1

．

　

　

－

　

　

．

…

…

…

－

－

－

．

マ
マ
さ
．
ん
の
た
め
の

水
泳
講
・
習
会

喪§∈：．’＝⊇
墨準

定
員
六
十
名

町
教
育
委
員
会
・

西
部
タ
イ
ム
ス
主
催

で
、
マ
マ
さ
ん
の
た

め
の
「
水
泳
短
期
講

習
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
海
水

浴
シ
ー
ズ
ン
に
先
が

け
て
、
子
ど
も
た
ち

（3）

を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
水
泳
の
正
し
い
指
導
と
監
視

が
で
き
る
よ
う
に
養
成
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

申
込
み
は
早
め
に

や
さ
し
い
適
切
な
指
導
を
い
た
し
ま

す
。
さ
そ
い
合
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
期
間
　
7
月
1
4
日
～
7
月
1
7
日

〇
時
間
　
1
4
時
～
1
6
時

○
場
所
　
伊
佐
座
小
学
校
プ
ー
ル

○
受
講
料
　
無
料

○
講
師
　
北
豊
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
認

定
講
師
　
門
司
清
春
氏

○
主
催
　
水
巻
町
教
育
委
員
会
・
西
部

タ
イ
ム
ス

○
協
賛
　
水
巻
町
体
育
協
会
・
北
豊
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

○
申
込
先
　
水
巻
町
教
育
委
員
会
（
電

6
9
1
－
0
4
0
3
）

京
申
込
み
噸
で
6
0
名
ま
で
で
す
、
お
早

め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
さ
れ
る
万
は
、
水
着
と

バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
夏
の
た
め
に

キ
ャ
ン
プ
の

講
　
習
　
会

夏
も
も
う
其
近
、
海
・
山
で
の
キ
ャ

ン
プ
の
季
節
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
よ
り
い

っ
そ
う
楽
し
く
す
る
た
め
に
、
水
巻
町

青
年
団
が
キ
ャ
ン
プ
の
講
習
会
を
開
き

ま
す
。

○
日
時
　
7
月
7
日
　
午
前
9
時
か
ら

○
場
所
　
水
巻
町
役
場
裏
広
場

○
対
象
者
　
中
・
高
校
生
、
一
般

○
参
加
費
用
．
1
人
5
0
円

○
準
備
品
　
米
1
合
、
食
器
、
軽
登
山

ス
タ
イ
ル

○
雨
天
の
場
合
は
中
止

○
申
込
み
は
頃
末
小
学
校
内
、
岩
永
幸

男

ま

で

（

電

6

9

1

－

6

0

6

7

）

お
　
礼
申
　
し

あ
　
げ
　
ま
　
す

桂
郁
夫
殿
（
頃
末
）
か
ら
小
・
中
学
校

の
教
材
費
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
っ
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
　
白
木
、
清
殿
　
白
木
智
恵
野
殿

故
　
吉
田
政
雄
殿
　
吉
田
千
恵
子
殿

Ｉ
Ｉ一

Ｌ

　

†

誉

′

：

町内都市公園の計画決定一　縦覧→6月30日まで

計画決定を行なうことにしています。そのた
め、今回の決定は、用地問題の解決した古賀
公民館横の広場と、すでに完成している吉田
団地内の中央公園を同時に行なうように予定
しています。この計画決定には、手続きとし

て「縦覧」を必要とし、この計画決定の縦覧ｉｉ
ｌ

螢6月30日まで役場都市計画係で行採ってい
ますのでお知らせいたします。

：ミ　町は、都市計画法の中の都市施設として町

ｉ‖勺都市公園を計画していましたが、昨年度か
ｉｉ　ら国へ補助を要求していた河守神社公園が本

決まりとなり、本年度公園整備事業にとりか
かることになりました。

この計画決定は、本来町全体の計画をして
から事業を行なうのが本当ですが、町全体の

ほ票琵墓量芸造岩豊霊霊漂㌫
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：、・‘こ

中
小
企
業
　
夏
場
資
金
の
貸
付
け

1
3
時
～
1
5
時
3
0
分
（
町
民
会
館
）
　
値
、

県
は
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
、
夏

場
に
必
要
な
事
業
資
金
を
次
の
要
領
で

融
資
し
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
対
象
次
の
よ
う
な
、
資
金
を

必
要
と
す
る
中
小
企
業
者
で
、
県
の

事
業
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

の
夏
季
に
お
け
る
商
品
・
原
林
料
等

の
仕
入
れ
に
必
要
な
資
金

用
従
業
員
の
僚
与
等
と
す
る
必
要
な

資
金

○
貸
付
限
度
額
一
企
業
3
0
0
万
円

以
内
、
一
組
合
1
5
0
0
万
円
以
内

○
貸
付
期
間
　
5
カ
月
以
内

○
貸
付
利
率
　
年
8
・
2
％

○
信
用
保
証
貸
付
に
は
す
べ
て
信
用

保
証
協
会
の
保
証
が
必
要
で
、
保
証

料
は
年
0
・
9
％

○
坂
扱
期
限
　
7
月
3
1
日
ま
で

○
申
込
先
　
水
巻
町
頃
末
水
巻
町
商

．

工

会

　

（

電

）

　

6

0

1

－

7

5

5

1

結
核
検
診

健
康
相
談
も
い
た
し
ま
す

次
の
と
お
り
結
核
検
診
を
行
な
い
ま

す
。
健
康
を
た
し
か
め
る
意
味
か
ら
も

ど
う
ぞ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時
と
場
所

7

月

1

0

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

（
古
賀
公
民
館
）
1
3
時
～
1
5
時
3
0
分

（
吉
田
二
公
民
館
）

7

月

1

1

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

（
下
二
町
住
公
民
館
）

三
一
墾
照
甥
上
の
者
　
値

※
血
圧
測
定
と
農
相
談
も
い
た
し
．
Ｗ
ｌ

ま
す
。

≡
ヽ
′
’
‘
1
－
≡
1
－
2
ノ
ｌ
ｔ
≡
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ
，
ヽ
ｒ
Ｉ
1
≡
≡
ヽ
′
ヽ
ｒ
’
≡
こ
ロ

遠
賀
郡
消
防
署
は
　
　
仰

6

9

1

ム

1

1

9

番

冊

、
さ
重
、
之
≦
．
、
さ
≡
≡
と
≦
ｌ
ｌ
Ｉ
、
Ｌ

参
加
選
手
を
募
集

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

9
月
1
8
日
か
ら
2
0
日
ま
で
の
3
日

間
、
第
3
回
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
全
国

障
害
者
技
態
聞
技
大
会
）
が
千
葉
県
千

葉
市
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
障
害
者
の
職
業
能
力
の
開
発

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
技
能
労
働
者

と
し
て
社
会
に
参
加
す
る
自
信
と
誇
り

を
障
害
者
に
与
え
、
ま
た
障
害
者
に
対

す
る
社
会
の
理
解
と
認
識
を
高
め
、
そ

の
雇
用
の
促
進
と
地
位
の
向
上
を
図
る

、

－

－

、

＝

－

．

－

－

‥

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

＝

1

＝

－

－

－

、

、

‥

－

－

1

‥

1

．

－

－

‥

‥

－

－

－

．

－

‥

1

－

－

－

‥

．

－

－

－

－

1

、

－

－

－

＝

‥

、

－

－

ｔ

ヽ

：

ヽ

1

－

－

－

：

ヽ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

：

ｌ

ｌ

：

Ｌ

．

－

－

＝

－

1

、

－

－

＝

－

－

－

－

－

‥

‥

．

－

－

＝

．

．

－

1

－

．

1

－

－

－

－

－

＝

－

－

1

－

－

－

．

‥

、

－

－

＝

＝

、

－

－

＝

．

＝

－

1

、

－

、

－

、

－

－

－

＝

＝

－

Ｉ

ｔ

－

－

ヽ

－

1

－

、

：

：

ｌ

ｌ

：

：

ｌ

ｌ

ｌ

ヽ

＿

ヽ

ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
闘
志

町

民

体

育

競

技

大

会

六
月
九
日
の
町
民
体
育
競
技
大
会
　
各
競
技
別
優
勝
者
（
敬
称
略
）

は
、
初
夏
の
太
陽
の
も
と
に
五
百
七
十
　
◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
少
下
二

名
の
選
手
が
集
ま
り
盛
ん
な
闘
志
を
ぷ
　
Ａ
、
・
中
学
男
子
古
賀
区
、
・
中
学
女

つ
け
合
い
ま
し
た
。

子
下
二
、
吉
田
、
・
一
般
男
子
水
巻
町

役
場
、
・
一
般
女
子
水
巻
町
青
年
団

◇
卓
球
・
中
学
男
子
粟
根
寿
、
・
一

役
男
子
行
徳
和
友
、
・
壮
年
男
子
行
徒

和
友

◇
軟
式
庭
球
・
中
学
男
子
大
貝
・
友

田
組
、
・
中
学
女
子
下
垂
・
久
保
田

組
、
中
学
男
子
団
体
水
巻
中
学
、
・
中

学
女
子
団
体
水
巻
中
学
、
・
這
岡
本

・
徳
田
組

◇
剣
道
・
ス
ポ
少
団
体
机
、
・
小
学

個
人
神
野
基
志
、
・
中
学
個
人
坂
井
浩

之
、
・
一
般
個
人
久
永
孝
治

◇
弓
道
・
個
人
（
有
段
）
・
門
司
守
夫

・
個
人
（
女
子
）
田
中
、
・
個
人
（
頼

段
）
柳
野
・
団
体
東
京
製
鋼

（
写
真
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
で
）

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
競
技
職
種
　
旋
盤
、
時
計
修
理
、

洋
裁
、
洋
服
、
和
裁
、
家
員
、
建
昆

写
真
植
字
、
建
築
製
図
、
機
械
製

図
、
木
工
塗
装
、
広
告
美
術
、
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
修
理
、
和
文
タ
イ
プ
、

カ
ナ
タ
イ
プ
（
視
覚
障
害
者
に
限
る

）
、
電
話
交
換
（
視
覚
障
害
者
に
限

る
）

二
、
参
加
費
　
無
料

三
、
申
込
先
　
役
場
厚
生
課
民
生
係

改
造
費
を
助
成

身
障
者
用
の

自
動
車

県
は
、
四
月
か
ら
「
身
障
者
用
自
動

車
改
造
助
成
事
業
」
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
重
度
身
障
者
が
就

労
な
ど
の
た
め
自
動
車
を
販
得
す
る
と

き
、
そ
の
自
動
車
の
改
造
に
要
す
る
経

費
を
助
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
要
綱
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
訓
戒
対
象
者
　
身
障
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
低
所
得
世
帯
に
属

す
る
重
度
の
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
機

能
障
害
者
で
、
就
労
の
た
め
自
分
で

所
有
し
、
運
転
す
る
自
動
車
の
操
向

装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
等
の
一
部
を

改
造
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
。

二
、
申
込
方
法
　
申
請
者
は
改
選
を
行

な
う
業
者
の
見
積
書
と
運
転
免
許
証

を
提
示
し
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

三
、
申
込
場
所
　
役
場
厚
生
課
に
申
込

書
等
は
用
憩
し
て
受
付
を
い
た
し
ま

す
。

中
・
上
級
福
岡
県

職
員
採
用
試
験

○
受
付
期
間
　
6
月
1
7
日
1
7
月
4
日

○
試
験
の
種
類
・
区
分

・
上
級
行
政
、
法
律
、
経
済
、
社

会
憫
杜
、
学
校
事
務
、
土
木
、
建

築
、
農
業
、
農
業
土
木
、
林
業
、
軍

産
、
水
産
、
化
学
Ａ
、
箸

・
中
級
　
社
会
福
祉
、
農
業
、
生
活

改
艮
普
及
員

○
試
験
日

・
第
1
次
試
験
　
7
月
2
1
日

・
第
2
次
試
験
　
8
月
下
旬

○
受
験
手
続

・
申
込
用
紙
請
求
先
お
よ
び
申
込
先

楯
岡
市
博
多
区
下
川
錦
町
2
－
5
西

銀
博
多
ビ
ル
内
　
福
岡
県
人
事
委
員

会
事
務
局

・
提
出
書
類
　
田
込
書
一
連

な
お
、
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
、
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

総
務
讃
企
画
係
（
電
Ｏ
．
9
2
－
2
9
1

－
3
0
6
7
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

婦　人　ガ　ン　の　検　診
町厚生課は、次の日程で婦人ガン（子宮ガン）の検診を

行ないます。女性であればどなたでも受けられます、お気
軽に検診を受けてください。
◇日時　7月31日　午前は9時30分・午後は12時30分に集

◇場　所　町民会館前検診車内　　◇該当者　女　　性
◇料　金　300円（900円は町が補助いたします）

◇受付期間　7月1日－25日（役場衛生係）

七

月

の

心
配
ご
と
相
談

・
〇
日
時
　
7
月
6
日
、
1
6
日
、
2
7
日

時
間
は
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

○
場
所
　
水
巻
町
力
民
会
脂

日　曜　在　宅　医

6月30日　坂口医院　婦人科　頃末　691－294

7月7日　前原医院　内児科　樋口　691－0553

診察時間は9：00－17：00原則として往診はいたし

ません。

『‾

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
門

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


